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1 はじめに
ソフトウェアが高機能になるにつれて，ソースコードの量
が増加する．例えば，Black Duck Software の調査 (https:
//www.openhub.net/) によると，Web ブラウザの Firefox は














的とした CERT C Secure Coding Standard [2] などの公的な
コーディングが存在することから，コーディング規約の導入が
有効であると言える．

















ルール作成言語には XPathと Javaの 2種類がある．
2.2.1 XPath










となる．残りの 37 ルールは CX-Model が未対応なルールであ
る．しかし，ルールを作成するためには Javaにおける DOM操























ルール作成用 DSL の提案と実装を行う．実装方法は CX-
Checker と連携のしやすく既存のライブラリを活用できる内












例えば，goto 文を取得したい場合，コード 1 のように記述
する．
ソースコード 1 DSLによる検査対象の取得
1 Target := content(" goto ") in kw














ルール作成用 DSL ではコード 3 の様に記述することで取得で
きる．
ソースコード 2 Javaによる型情報取得
1 i f (( fstChild.getNodeName ()
2 .equals(" Type In f o "))
3 && ((( Element) fstChild ). getAttribute(
4 " s o r t "). equals(" a r r a y "))
5 && !((( Element) fstChild ). getAttribute(
6 " a r r a y s i z e "). matches("^[0 9]+")))
ソースコード 3 DSLによる型情報取得
1 Target := pTiArraySize("nnD")











公的な規約文書 MISRA-C 2012 Guidelines にどれだけ対応
しているかについて評価を行う．
規約文書が検査可能としている 116 ガイドラインから CX-









検査対象 bison-1.25, dhrystone-2.1, gawk-3.0.1, gnugo-1.2,
gzip-1.2.4, patch-2.5のソースプログラム総計 91ファイル
ファイルあたりのコード行数 最小 : 6行 / 最大 : 5612行
総行数 50517行
検査ルールは 2 つ作成し，XPath と Java はそれぞれ 1 つず
つ DSLは両方作成した．XPathで作成したルールは 91ファイ




















メモリ使用量は概ね XPath と Java の中間あたりと言える．
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